このたひは本品をお買いあばいただをましてまことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説日月書」をよくお読みいただき、正しく使用 
して < ださい。 

この「取扱説明書」は、保詔書と共に大切に保管しておいてください。 

■同個のアフターサービス登録力ードは必ずご投函ください。 


A 危険 

嚷) 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：巧油 


KEROSENE ONLY 


底警告 

曾 

換気が要 

1時間に1〜2回 


i 活る とぎ消义 
「ミミ巧お察 


A ま意 

変質•不觀藏腿禁 


TOYOTOMI 

卜3スト■ス • 


LR-68A 


エルア-ル 


石油フアンヒーター 

強制通気お開放式石油ストーブ 



取扱説明書 


点検•手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


お使いになる前に 使いかた 


X09-1 


株式会社 


7819001921 
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ま全のために必ずお守りください . ]〜4 

使刖媚所 . 5 

各部のなまえ . 5〜7 

网觀到 . 5 


巧果作部 •表示部のなまえと使いかた、_「点む」.「点滅」の意味] . 6〜7 


お使いになる前の準備 . 8〜] 3 

I 製品と同 栖品を取哥由 U ま す1 . 8 

^由について1 . 8〜9 


給油のしかた _].. 1日〜11 


r 点乂前 の準備 1 . 12〜13 

使いかた . 14-20 

し焉灭(通背運転)] . 14 

I 袭面状態 i . 15 

I 室温 の調節て運 転中にしかでをま せん) I . ] 己〜1目 

阿、部屋 運転め設定奴 しみた(蓮 転中にしかでき ません yi . 16 

n 巧涵を二■ブ蓮^ 設定のしか: r こ(運転中にしか をさまち佑 )1.16 

I タイ マ ~ 達転のしかた T (タイ マーを使 巧 で暖房 を语忠たい とき )1 . 17-18 
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まを装置 . 21 
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I 故障かなと思云たとさに I . 26 

部品交換のしかた . 27 
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保管のしかた(長期間使用しない場合） . 27 

廃棄ずるとき . 27 
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アフターサービス . 29 

I 保詔について1 . 29 

I 補修用性能部品について I . 29 

L 転居される場含 j . 29 
















































ま全のために必ずお守りください 

•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正し<使巧するた姐に、 
がずお守りいただくことを説明しています。 

参ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損喜の程度を次の表示で区分し、説明してしなす。 


参お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


>説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 



0 ® ® ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「注意」していただく内容です。 

〇を爲 

この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容でず。 


A 危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う危険、ま 
たは火災の危険げ差し迫って生じることび想定される内容をおしています。 

么警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人げ死 t 、重傷を負弓可能性、 
または火災の可能性が想定される内容を示しています。 

A ま意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱しぶずると、人び傷害を負う可能性や物的 
損害の発生び想定される内容を示しています。 


A 危険 （ danger ) 


、 

成ガソリン使用禁旧 ^ 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 joy 

か量の混入でを、火災の原因になります。 ^^^00 

巧 

1 

(§) 

かノリン禁止, 


A 

警告 （ WARNING ) 

み文クレー金厳禁 

スプレー 宙やカセツトこん三 
あたるところに放置しない •* 
熱で宙の圧力び上びり、爆曼 

、な 

5 用ボンベなどを、ストーブの前面や温風の m 

ご < ださい。 n 

笔し、危険です。 L 

V 

ir 

0 

禁止 

1 ★換気必要 1 

•換気せずに使用しつづけないでください。酸素び不足すると、不完全 ^ 

燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびありまず。 ノ 

• 使用中は必ず]時間に 1 〜 2 回 （ 1〜 2 分)換気して、新鮮な空気を補 /す 

給してください。（窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない 如 

場所では、使用しないでください。 

i 

1 轉 

^ 換気 

成温風吹出口（ルーバ ー） をふさがない 所、中 /TN 

衣類、紙などで温風吹出□(ルーバ ー) やガード、燃焼空気取入□(給気 夕心^^ 1 \1 
フィルター)や温風空気取入□をみさびないでください。 V-X 

衣類、紙などでみさぐと、異常燃焼や火災の原因になります。 气 - k 禁止 

1 ★衣類の乾燥厳禁 1 T 

お類などの乾燥には使用しないでください。 m 

落下したあ類に乂がつさ、火災の原因になります。 1 

追 

耶 

封 

^ - A 

0 

禁止 

「★寝るとき消火] ^ 

寝るときや外出するときは、必ず消火し、火び消えていることを確認し/ 
て < ださい。 卜 

予想しない事故が発生するおそれびあります。 « 

成 

: D- 

〇 

^消乂 J 


お使いになる前に 












安全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING ) 


を可燃性ガス使用厳萄 

ス I — ブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するもの(ガソリン、 
ベンジン、シンナー)、スプレーを使用しないでください。 

义災や故障の原因にな0ます。 




意に AUTION ) 


み力ーテン、可燃物近接禁止 I 

カーテンや燃えやずいちののそばなどでは使用しないでください。 

毛布やふとんなどを近くに置かないでください。 

火災が発生するお それびあります。 

給油時消乂 I 

給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってか5、火の気のないと 
ころでおこなってください。 

义災のおそれびあ0ます。 





居室内給油禁止 j 


給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

火災のおそれがあ0ます。 

み油漏れ確認 I 

給油□口金は確実に締めてください。 

給油□口金を下にして、油漏れびないことを確かゆてくださし、。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油口□金びがれて、火災 
のおそれびあります。 

• 油び漏れる状態で使用しないでください。义災のおそれびあります。 


「*異常時帝 

におい、すずの発生、炎の色など異常を感じたとさは使用しないで < ださい。 
運転スイッチ封甲して「切」にしてください。 

異常燃焼のおそれびあ0ます。 

•方ーストーブか5火び出たり、床などに火びついたときは、あわてず 
に消火器で消火して < ださい。 


みほこりの除去 I も 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や遍風空気取入□は、週1回政上 ^ 

必ず掃除して < ださい。 mN 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入 □ (給気フィルター)や温風空気取 
入□がつまると、異常燃焼のおそれびあ0ます。 _ (鶴撇马 

が豆風に直接あを5ない • を C 射熱に長時間をたらな因 

温風に直接長時間あたったり、ス I -- ブの前に長時間い続けないでくだ 
さい。低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

温風を直接吸い込まないでください。気 分び悪くなることびあります。_ 

み移動•運搬ずるとをを董意1 

ストーブはひきずらないでください。床面、じゅラたんなどを傷つけた 
り、本体底面の望料びはびれて、さびの原因になるおそれびお0ます。 
ストーブを移動する時は、必ず消乂し、油タンクを扳いて傾けないよ5に静 
かに移動してください。油び漏れたり、火災になるおそれびあります。 

修理-弓腿しなどストーブを運搬される時は、必ず油タンク、油受けざ 
らのな油を抜いてください。灯ミ由びこぼれ周囲を巧すおそれびあります。 


/円八 


0 


ソ 



嚷' 


湿風空気取入 □ 



0 

使巧禁止 


〇 

指示 

0 

禁止 

〇 













お使いになる前に 







ま全のために必ずお守り < ださい 



意 （ CAUTION) 


み谭羣するとき 

ス I ブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けざら巧の'な油を抜を取ってくださ 
い。巧4ぺージ参照） 

巧油び入ったまま廃棄すると U サイクルの際思わめ事故び発生するおそれびあります。 


り^ 次の場戸斤では使用しなし、 I 火災や予想でをない事故や故障の原因になります。 

Gk 平でない場所、不安定な場所;） (1 のあたる場所、部屋の出入口 (屋外り 

• 傾斜した場所や振動の激しいところでは、使巧しない • 風のあたるところでは使用しない使用禁止 
でください。 でください。炎び出て危険です。 

対震自動消火装置び誤作動ずることびあります。 掃除機の排気にわ注意してください。 

• しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 • 部屋の出入口など人 I ~~「一！ 

• 毛足の長いじゅうたんの上では使用しないでください。の通るところ、人びぶ / P - L 4 

• 不安定な台上で使巧しないでください。転落ずるお つかったりつまずく場^ 

それびあり危険でず。 所で使用すると、転倒 

触戸などスト-謂’丽而 11) 結 f 見ゃ織鷄 嘗画 

• g 獄載盤 沒認離盛驚な使ぃ方を C 璋野よ物を-の■お細泥のを 

(1 まこりや湿気のをし、場巧） •落下主 如こより义がが起きる お れびぁり吧す 0 

• 空気を取り入れる燃焼空気お入口（給気フィルタ-）(直射日光のあたる榻巧、適度の高し、塌喷 
や温風空気取入□び目づまり状態になり、異常燃焼や•異常燃焼を起こすおそれびありまず。 

異常過熱を起こし、事故になる危険性びあります。 •ミ由タンクのな油があふれ出て火災のおそれ 


〇 

指示 


0 


C 理•美容院、クリ- ニ ング店などスプレ-や化学黏。□を使う場所）も 

•理.美容院、火ソキ、塗装工場、雲デ部品組立工場、繊維燃性の__入の発名 
関係工場などでは使用しないでください。 • 爆発や火災の E 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属、鏡、ガ r 是を•飼ち运 
ラスなどを傷める原因となります。 い血を則育写 

• 石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシ U コーンを • ず測でさない! 
配含した枝毛用コート液やへアートリートメント（枝 ます。 

毛用）は点火 S スや、途中消火など故障の原因になり 

ますので使用しないで<ださい。 ’ 

0高地 （1300 mW 上の場所り 

• 酸素濃度が薄いので不完圣燃焼しまず。 

• 8日日〜13日日 m では調整び必要でずので販 売店までお問い合わせ < ださい。 

I ★可燃物(木壁、合板、ふすまなど)との距離を離が J , 5 。 

•ス h — ブ上方の棚などとの距離は必ず1 m な上あけてください。 L 為 
•上ちの棚などか5の落下物びないよラにしてください。 

•特に、カーテンなどびス1-ーブにふれないよラにしてください。 3^^ 
•家具などひ5は充分な距離をとってください。 ' = 

(熱で変形や変色、自然発义することびあります。） バく 


びあ D ま す。__ 

G 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる攝が 

• 爆発や火災の 原因になります。 

(温室•飼育室など人のいない場所） 

• 予測でさない事故び発生するおそれがあり 
ます。 



0 

使巧禁止 

〇 



願い (NOTICE) 


★シ リコー ン配含製品を使用しない 


•ストーブ(石油フアンヒーター)で暖房する部屋では、シ U コーン配合製品(ムース • ク U — ム•液 
体スプレーなどの枝毛用へアート U — トメント類、つが出し剤や、防水スプレーなど)を使用しな 
いでください。 点火ミス. 途中消火などの故障の原因に なります。 _ 

イげ J 油®)^棄 I ♦打油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 













スペーヴーはテープをはずして水平に倒してお使いください。 

カーテンなどで燃焼空気取入□(給気フイルター)びみさびれるのを防ざまず。 



♦温風の循環を巧げるをのびない場所に設置して<ださい。 
参外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 


使用する場所 


お使いになる1刖に 















































各部のなまス 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点!打 J • 「点滅」の意味 


デジタル表示部 


dJ ) ( Hi ) 

I バイ幼 

設定温度室内温度 

dD 嚇 

〇。〇 〇 

Lo。U り j 

設定湿度室内温度 

di ) 嚇 

3 。 U - 

二い,•广 

設定湿度室内温度 

dD 嚇 

C - n n 

L 0 。 u uj 

設定温度室内温度 

di ) 嚇 


■温度表ル 

設定温度…6で〜28でまで 
設定温度を選択でさます。 
室内温度…日で〜32むまで 
表巧します。 

■現在時刻表示 
規在の時刻を表示します。 


13時間燃焼終了時の表示 
3化-」を表示します。 



■タイマー運ま別き刻表示 

タイマー時刻表示は「点滅」します。 
〇タイマ_ ※タイマー運転終了時は「。イ ,- 」 
を表示します。 


設定温度室巧湿度 
溫度 I 時刻合わせ 



dD 


詰を溫度室内湿度 


di ) 嚇 

'二"。。 5 

設定温度室内温度 

dD 嚇 

广,。 n C 

L 。 U 3| 

設定温度室内温度 


■給油に関する巧り燃焼時間 

残り時間を表示します。 

※油切れ時は r -- --」表示とな 
ります。 


■が障•異常により自動消义した 
とさの表示（エラー表示） 

自己診敞機能により、故障時には 
r 5-ご」〜 rf - 3」を表示し 
まず。 

■クリーニング 燃焼表示 

クリーニング燃焼の残り時間を 
表のします。 


さばるあげる 


作臭点娩 

si 


IK ? 巧）3抄巧し 

〇チげレトみク 



給油ランプ 


♦油タンクの灯油びかなくなって消乂する10分前。 

「ピー」音び鳴り、残り燃焼時間（分）を表示しまず。 

点滅(運転中） 

•給油延長ボタンを押し、給油延長（最大約4日分延長）運転中を表 
のしぶ 0 
占'域じ軍転停 ih 、 

♦油びなくなり自動消火しました。油切れ時は「----」表示となり 
ます。 

11ページ参照 



TOYOTOM/ 


















タイマー運転をおこなラときに使います。 


17、18ぺージ参照 


な油セーブボタン _ 

灯油セーブ運転の設定-解隙をおこなし巧す。 


16ぺージ参照 


小部屋ボタン 


ル部屋運転の設定•解除をおこないます。 


16ぺージ参照 


__ 

点滅（運乾停止）…室内の空気び、酸素不足 
状態です。 

♦窓やドアを開けて充分に部屋の操気をし 
て < ださし、。 

♦換気ランプにたよらず]時間に1〜2回は 
必ず部屋の換気をしてください。 


チャイルド□ックランプ 

点灯- 

•チャイルド□ック作動中 


消灯- 

•チャイルド□ック解除 


\ 

2日ぺージ参照 

ノ 


タイマーランプ 


\ 

17、18ページ参照 , 

/ 

な油セーブランプ 1 

点灯…丹ミ由セーブ運転中 
消口…灯油セーブ運転が解除されています。 

\ 

16ページ参照 

/ 

か部屋ランプ 1 

点灯’’’か部屋運転中 

消灯…ル部屋運転モードが解除されています。 


温度/ 時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使います。 

♦室温設定の場合 

設定温度をお好みの温度にすることびできます。 
@あるいは@のボタンを押して含わせて 

くださレ。 

♦時刻設定の場合 

@あるいは@のボタンを押して合わせて 
くだごい。 

13、1日、1目、17ページ参照 


r 

消臭点乂 • 時間延長 • 給油延長ボタン 

、 

運転スイッチ 
「入」 

•燃焼中に巧したときから、再度3時間の燃焼継続び巧能になります。 

19ページ参照 

♦タイマー運転から、通常運転に切 D 醬えるときに押しまず。 

18ページ参照 

•給油延長運転をするとをに押します。 

11ページ参照 

運転スイッチ 
「切」 

♦消臭点乂をするとさに押しまず。 

♦消臭点乂を解除するときに押します。 

14ぺージ参照 

ノ 


消臭ランプ 


参点な…消臭点火に設定されています。 
•点滅…消臭機能作動中。 

参消な…消臭点乂び解除されています。 


_14ぺージ参照 

夕つゾーボタソ 1 I /- 


チャイルド□ックボタン 

設定•解除をする場合は3砂政上巧します。 
2日ぺージ参照 


運転スイッチ 

、 

♦一度巧すと 

「入—」 


♦わラー度押すと 

「切麗」 


になります。 



点滅 . 

…予熱中 


点灯 . 

…運転中 


14、17、18、19ページ参照 

\ 

ノ 


温度•時計ランプ 

デジタル表示部の表示内容をおしまず。 


\)/ 

示 

表 

制 

觸け中 
中 U 時定 
機の了設 
待中終を 
転転転刻 

-11M ~E- -E- 

il 昌 - 目 = 
遲違遲お 

-Ml 

7 7 7 7 
T イイイ 
タタタタ 

• ♦ミ 

灯 滅 
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如べージ参照 


16ぺージ参照 














お使いになる前の準備 


製品と同徊品を取り出します 


♦包装箱か5すべての栖包材を取り除さ、製品に傷をつけないよ 
うに取り出してください。 

同時に取扱説明書を取り出してください。 

♦詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」を参照して 
ください。 

♦包装箱や捆包材は保管するとさにご利用ください。 



_口御こついて 

® 燃料は'な油 ( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

(§) 変質な油、不純な油は、絶巧に使用しないで < ださい。 


r 


A 筒资 

. 

ガソ ij ンなど揮発性の高い油は、絶対に 

使用しないでください。か量の混入でも、 ( fe'-ijr \01/ 

火災の願になります。 ^0^ ガソリン禁止 


♦変質灯油、不純好油（な油故がの油-水-ごみび混 
入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になります。 

♦助燃剤(添加物)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 

务な油の保管のしかた 

♦'な油は必ず火気、 

雨水、ごみ、局温 
および直射日光を 
避けた場所に保管 
してください。 

♦打油容器内の丹油 
がかないと温度変 
化により結露して 
水がたまることび 
お0ます。 

♦灯油の容器は専用のされいな容器を使用してくださ 
し、。また灯油容器は必ず J I S 認定品で色つさの打 
油専用容器を使用 して < ださい。 

心 


0 



な油とガソリンの見分けかたのポイント1 


ホ旨先に使巧燃料をつけて息を吹きかけます 
(乂の気のない巧でおこなって < ださい） 


〇 口油 r X ガソリン 



濡れたままです。 I すぐ乾いてしまいまず 。I 


良い保管 

直射日光、雨水び当た 
b ず、乂気のない冷暗 
巧へ保管 


悪い保管 


直射日光、雨水の当た 
るべランダなど、室外 
の保管 
















変質な油とは 


不純な油とは 


♦ちい灯油。 （2 年政上持ち越 
した打油） 

♦長期間、曰光の当たる塌所や 
温度の高い場所に保管した巧 
油。 

♦容器のふたが開けてあつたり、 
乳白色の容器で保管した灯油 
は変質しやすい。 

変質のひどいちのは黄色味を 
おびたり、すっぱいにおいび 
し 〇 


古いな油は 
使わないで 


巡 


0 

使用禁止 


けで由が外の油（ガソリン、 
シンナー、天ぷら油、機 
械油、重油など）びほん 
の少しでを混入した灯油。 


♦水やごみび混 
入したな油。 


口油 urn の 
油、水、ごみを 
. 入れないで 



0 

使用禁止 


変質な油の見分けかた 



かしでを色びついていたら 
使用しない。 



0 

使用禁止 


コップに水を入れ、次に巧油を入れて 
背後に白い紙をあてまず。 

•変質灯油の見分けかたはたいへ 
ん難しいので、一力一のはつ 
をりしない灯油は使用しないで 
ください。 


® 変質な油や不純な油を使用ず 
ると 


® 万一変質む油や不純巧油を使 
つたときの処置のしかた 


♦変質口油や不純'な油を使用しまずと、バ 
—ナ ーにを 量のタールびたまり、点火し 
なくなったり、燃焼が悪くなったり、激 
しいにおいびした0します。 

♦水の混入した'灯油を使用しますと、炎び 
かさくなり火び消えてしまいまず。又、 
油タンクに呀油び残っているのに、「給油 
ランプ」びつ < ことがありまず。 


油タンク、油受け、油受けざら内の悪い 
灯油を振さ取り、良質の灯油で内部を2 
〜3回洗ってか5ご使用ください。 

(24 ページ参照） 


2 悪い灯油を掠を取っても効果のないとを 
は、販売店までお問い合わせ< ださい。 


-お願い- 

変質灯油や不純な油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中でち有料修理となり 
9 0 


お使いになる前に 







お使いになる前の準備 


給油のしかた 

> 

A ま后、 

給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってから火の気のない 
ところでむこな〇てください。 ■■ 

乂災のおそれびあります。 

消火 


1油タンクを取り出ず。 

2給油ロロ金を左「。」へ回して取 
りはずず。 

♦給油□口金を取りはずす前に、給油ロロ金先 
端のが部を押すと、給油□口金び開けやすく 
なじまず。 

3給油する。 

市販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し 
込んで、油量計を見なび5給油してください。 
(ホースび振けないよラに注意しなび5給油し 
て < ださし、。） 

•灯油は油量計の上部(ち図 給油位置一 ►) まで 
給油して < ださい。 

入れ過ぎますと、あふれ出ることびあ0まず 
ので巧分ミ主意して給油して < ださい。 

( - ぶ恆具し、一 

♦油タンクの中にある 「こぼれ 
ま检」 の弁び、給油□近く ま 
で上びっているとさは、弁を 
下へ 押し下げてください。 

♦油タンクの中にある 「こぼれ 
ま栓」 は、給油□□金び外れ 
たとさに、油漏れを防ぐ装置ですので、取り 
がさないで < ださい。 



給油口 



2給油ロロ金 弁部 






4 




給油ロロ金を締める。 

給油口 □金をち「<〇」に回して確実に締めてく 


ださい。 

♦こぼれた灯■油はよ 
く拭さ取ってくだ 
さい。 


★給油□口金は、斜めに締めたり、締めつけび 
不完全ですと、油漏れによる乂がの原因にな 
ります。また、違った給油□□金を取り付け 
ますと油が出な < なりまず。 




〔本機の給油ロロ金〕 


5油漏れのないことを確認する。 

給油□□金を下にして油漏れのないことを 
確認してか5、ストーブに正しく静かにセ 
ットしまず。 

★油び漏れるが態で使用しないでください。 
火災のおそれびあります。 










if ! 通を目安(給油延長運転) 


油タンクの灯油び空になっても、油受けざらのな油を燃焼させて、最大約40 
分の延長燃焼（給油延長運転）がで去ます。 


1油タンクのな油が少なくなると、「給油ランプ」び 
「点な」し、「ピー」音が鳴り、デジタル表示部に残り 
燃焼時間（分）「 181 を表示します。 

♦運転スイッチを巧して消火してか6、給油してください。 

女給油しませんと、2分ごとに r ピー」音び鳴ります。約1日分後に「給油ラン 
プ」び「点滅」し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示び「 ---- 」表示と 
なり自動消火します。 

2給油延長運転をずるとき 

油タンクの灯油びかなくなり r 給油ランプ J び r 点な J したとさに、 r 給油延長 
ボタン J を押します。 r 撒由ランスび r 点滅」にかわり、給油延長運転をして 
最大約4日分間の燃焼継続をしまず。 

デジタル表示部の残り燃焼時間表示(分)び変わりまず。 

給油延長運転中、残り燃焼時間び10分政下になると、2分ごとに「ピー」音 
び鳴0まず。 

•約40分じ(内に、運転スイッチを押して消火してから給油してください。 

★給油しませんと、「給油ランプ」び r 点滅」し、デジタル表示部の残り燃焼 
時間表示が「----」表示となり、自動消火します。 


♦ r 給油延長ボタン」を押すと、時間延長(燃焼)も同時にセツトされます。 

り 9 ぺージ L 增馬を萄火装置を使-し—、かた J 参照） 

•給油延長運転中は、室温に関係なく最ル燃焼 ( r 微弱」または r ミニ J ) 運転 
をします。 



ス i -ーブを持ち運ぶとさは必ず消乂をし、 

A - r*r 

本体温度び充分下びってか5、電源プラグ 
をコンセントか5振いて、油タンクを取り 
出して、スト-ブを傾けないよう静かに運 
んでください。口油びこぼれて火災になる isuv 

おそれびありまず。 

爪辻忌 



主運範里 
di ) 嚇 


:10 


設定温度き巧湿度 

温度•時刻含わせ 
時巧 



dD 


rOYOTCMt 


デジタル表示部 


お使いになる前に 


運転スイッチ 


給油延長ポタン 


給油ランプ 


ill 












お使いになる前の準備 


点乂前の準備 


1 水平の確認をずる。 

♦ス I -ーブは振動のない、か平でしっかりした床画に設置してください。 

ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

♦ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消义装置び誤作動することびあります。また、転 
倒しやすく、異常燃焼の原因になりまず。 

2電源プラグを電気のコンセント(家庭用 ^ / 

AC 100 V ) に確実に善し込む。 rf ^ ^——/ 


♦「ピー」音がします。 ( fj ) ( jg ) 

♦デジタル表示部に「 -• --」表示び「点灯」します 。I -- : - 
(消臭ランプも「点灯」します。） 設定温度室の温度 

-お願し、- 

★電源プラグを、絶対に、200ボルトのコンセントに差し 
込まないでください。感電•火災-故障の原因になりま 
ず。 

★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分ですと、 

電源プラグび過熱し、熱変形することびありまず。この 
よラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼し 
て < ださい。 

お部屋のコンセントを必ず修理して<ださい。 

★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、巧ったり、重し、 

物をのせたり、加工しないでください。感電や火災の原 
因になりまず。 

★他の電気器具と同時に使用するとをは、ご家庭のお全器 P 

(ブレーカー)の容量をこえないよ5にして < ださい。 皂 rAi 



巧源フラグ 


★電源プラグを披<とさは、電源コードを引っ張って旅か 
ないでください。断線、発熱、発火の原因になりまず。 


★熱に弱いじゅラたんや床の上で長時間使用すると、床面 
が変色したり、そり返ることびありますので熱に強いマ 
ットなどを敷いてください。 



タコ巧配線 
はを険 




§ 

A 






3 現在時刻を設定します。 

fii 現在時刻び午後 7 時 10 分の場舍 

①@または@のボタンを一度巧ず。 

「ピー」音びして r 時計ランプ」び「点滅」します。 

(D デジタル表示を見なが 5@ のボタンを押して巧 
に含わせる。 

(D デジタル表示を見なが！ 5@ のポタンを押してぶ 
にをわせる。 

ぐ "N 

♦ のボタンは、一度巧すごとに1時間または1分間ずつ進みま 

す。押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、「時計ランプ」び「点滅」している間 (1 日秒間）に 
のどち6かのボタンを押してください。 

時刻合わせができなかった場をは、をラー度@または^のボタンを巧 
してや0直して < ださい。 

S _ J 

( Dr 時計ランプ」が、 r 点ミ威」から「点な」に変わり、設定 
が完了しまず。 

f -お願い-^ 

★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりずる場合 
は、電源プラグを一度抜いて、をラー度差し込み直して、時刻を設定し 
てみてください。それでち直5ないとさはお賈いまめの販売店までお問 
い合わせ < ださし、。 

★ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラ d 畳） ( ffi ) 
グをおいて再通輩した場合、デジタル表おはち図のよラ [777771 
に表示され、「時計ランプ J び r 点な」しまずので、現在のミ し定温产室肉;忌 jl 
時刻を設定してください。（但し、電源プラグを扳いて 
を、時計-温度記憶機能で約3日分間は、現在時刻を記憶 
しています。） 

> ノ 

「★省電力機能 I 

♦時計表示中に、5分間経過しますと、暂電力機能が働いて、デジタル表示部 
が r 消灯」して、電力の消費をおさえます。（※チャイルド□ック設定になって 
し、る時は r チャイルドロックランスは「点丹」.したままになります。） 

時計表示を確認したい場合は、操作部の「運範スイッチ」政がのどれかのボタ 
ンを押すと表示します。「運転スイッチ」を巧すと点火動作に入ります。 

(運転中及びタイマー待機中この機能は働をません。） 


id 







使いかた 



3巧巧し 
OH イルドロ) 


&'： 

か部 i ) 


cii> 

( M ) 


TOYOTOMI 


(D 約 210 秒後に自動的に点乂し、「運乾スイッチ」が「点 
な」に変わりまず。 

I ★消臭点乂解除方法 1 

Q 「運転スイッチ」 び r 切」 の時に r 消 舅 点火ボタン」 を押すと、 「消臭ランプ」 
び 「消灯」 して消臭点火 モー ドび解隙され、点火までの時間び約15日秒と短 
<な0まず。 

室内温度が6で政下の場をは、点火までの時間び、約210砂のままです。 

f -お願い-^ 

★初めて運転するとさや、製品を移動させたり、激しい振動び加え5れた 
あとに運転するとさ、白煙(灯油の蒸気)や臭気び出ることびあります。 
これは、移動、振動によりノ くーナー(燃焼部)内に落ちた余分な油び蒸発す 
ることによるちので、一度点火し、余分な油びなくなれば白煙や臭気は 
なくなります。この様な攝合は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけ 
るなど)換気をおこなって < ださい。 

★点火時にバーナー(燃焼部)内で、「ボッ」といラ音や r ゴーゴー」といラ音 
がします。これは点火を確実にするためで異常ではあ0ません。 

★点乂時には少、しにおいびあります。 

女燃焼中 r チッチッチッ」といラよラな音びずることびあ0まずび、電磁ポ 
ンプの音でず。また、燃焼中に r ジユツジユツ」、「シャンシャン」などの 
音がする場含びありますび、これはの■油び蒸発する音です。異常ではあ 
りません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐたゆに、点乂被3時間で自動消火を 
します。燃焼を継続する場をは消火する前に r 時間延長ボタン」 を押して 
<ださい。 

詳しくは1目ページを参照してください。 

女ガラス炎筒に水をかけたり、衝撃を加えないでください。割れることび 
あります。ス1-ーブを運転する前に、ガラス炎筒び割れていないか確認 
し、割れていれば、修理(交換）してください。 


点义（通常運転) 


※購入禮初めてお使いになるとをや、電源プラグを振いた状態から再度お使い 
になるとをには、消臭点乂モードに設定されますので、最初から 「消臭ラン 
刀び 「点な」 します。 

「消臭点火」は、点火までの時間を約21日砂にして、予熱を充分におこない、 
点火時のにおいを少なくする点火ちまでず。 

① r 運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 

♦「ピー」音びして「運転スイッチ」び「点滅」します。 

♦ r 温度ランプ」び「点な」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示 
します。 


油タンクに灯油びあるのに r 給油ランスが ついている場合は、油受けを取 
り出し、ごみや水を捨てな油で洗浄してください。 (24 ページ参照） 


温度•時刻合わせ 
時巧 



消臭点乂ボタン 


給油ランプ 



デジタル表示部 


巨 

Q 

:/ 


設定ミ 

這度 

室巧 

湿度 


@運転スイッチ 温客フンプ 


消臭ランプ 


hi 
















炎の状態 


室温の調節（運転中にしかでをません) 



設定湿度室巧温度 

\温度•時刻合わせ/ 

\時分/ 


• 燃焼空気取入 □ (給気フィルター)を掃除ずる。 
•販売店にご相談ください。 


青炎燃焼で炎の先端に多み 
黄炎がはいる。 

ヒートエレメントびほぼ;均一 
に赤熱し、 炎の伸びや、 燃焼 
音びかさい。 


ヒートエレメントの赤熱び 
悪く、燃焼音び大さい。 


ヒートエレメントに達1 
ど炎び高く伸び、炎当 
黄色。 

ヒートエレメントび極 5 i 
<、黄色味を帯びてい 
さどをエレ^ントの7 
がび飛び出ず。 

「ピー」といラよラな量 
びする。 


異常 C 

使月 


(ここに表示したが態は r 強燃焼」の状態です) 


★ストーブを使用するとをは、正常に燃焼しているか、ガラス炎筒内の炎のが態を必ず確認 
してぐださい。 



















使いかた 


•温度設定をする場合は r 温度ランプ」び r 点滅」している間(約1日秒間）に藏 • ® ボタンのどちらか 
を押してください。 'W 'W 

設定でさなかった場含はをう一度巧して、やり直してください。 

♦設定温度は目で〜视む、室温表示は日む〜32むまで表示します。 

♦設定温度に コン ト□-ルするたゆ、自動的に「強」(最大）•忡」 • r 弱 J • 「微弱」.「ミニ」(最ル)運転 
をくり返します。 

♦一度温度設定しますと、その温度を記憶していまずので変更をしない限り、「消乂」後再運転する場 
合、同一設定温度になります。 


お願い. 


女室温び約18て:政下では r 微弱」または rs 二」燃焼しないことびあります。 

★温度調節は温風空気取入□付近の温度を感知しておこないますので、ス I -ーブの位置や部屋の大き 
さによって、必ずしち、デジタル表示部の室内湿度表示と、室温とは一致しません。 


ル音 B 屋運転の設定のしかた (運転中にしかできません) 


♦ル部屋運転はお部屋の広さに含わせて使用してください。 
♦ル部屋運転中には「強」撮ガ運転口ま、切り替わりません, 
※か部屋運転時の目ま 


/ 

通常運転ル部屋運転モード] 

木 造 

約18畳 - 約1日畳 

，コンク1」ート 

約24畳一約2日畳 


①「小部屋ボタン J を押す。 

♦ r ピー」音びして「ル部屋ランプ」び、 r 点な」しセツトされます。 


か部屋運転の解除のしかた (運転中にしかできません) 


( Dr か部屋ボタン」を巧ず。 

♦ r ピー」音びして「ル部屋ランプ」び、「消な」し解除されます。 


♦ル部屋運転は一度設定ずれば、をう一度 r ル部屋ボタン」を押して解除す 
るか、電源プラグを损かない限り解除されません。 

♦ル部塵運転び設をされている場合、「運転スイツチ」を押して運転をおこ 
なラたびに、「ル部屋ランプ」び「点 I な」します。 



な油セーブ運転の設定のしかた (運転中にしかできません) 


•灯油セーブ運転は設定温度よりも室温び約3に上昇しますと r 消义」して 
■無駄な廳房を抑えます。 

♦灯油セーブ運転を解除していない状態で運転したとさに、室温び設定温度 
より 3 む臥上高し鳴含は、運転スイッチは「点 I 灯」しまずび運転はしません。 
また、室温び設定温度をしたまわると、自動的に再点火させます。 


①灯油セーブボタン」を押します。 

_♦「ピー」音びして「灯油セ^ブランプ」び、 r 点む」しセットされまず。 

打油 セーブ 運転の解除のしかた (運転中にしかできません) 
(D r 巧油セーブボタン」を押ず。 

参「ピー」音びして r 灯油セーブランプ」が、「消な」し解除されます。 


•灯油セーブ運転は一度設定すれば、をラー度 r 巧油セーブボタン」を押し 
て解除するか、電源プラグを巧かない限0解除されません。 

•灯油セーブが設定されている場を、 r 運転スイツチ」を巧して運転をおこ 
なラたびに、「巧油セーブランプ」び「点の」します。 



灯油セ—ブランプ 















★タイマー運転をする場含は、巧ぺージ I 3現在時刻を設定します1に従つて、 
時刻台わせをしてからでないとタイマ—運転でさません。 


参通常、タイマー運転設定時刻の日分から2日分前に運転を開始します。 

このストーブのタイマー運転は、フアジーコント□ールで、お部屋の大 
きさとその時の室温により、自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、 
お部屋を暖か< しておさます。 

♦タイマー運転時刻は、日分おきにしか設定できません。 


dl 午前6時30分に設定したいとき 
①「タイマーポタン J を押ず。 

•「ピー」音がしてデジタル表示部び「一 --」表示に変わり、 
「タイマーランプ」び「点滅」しまず。 

( D デジタル表示を見ながのポタンを巧して S 
に含わせる。 

③デジタル表示を見なが5^のポタンを押して5'0 
に含わせる。 


のボタンは、一度巧すごとに1時間または5分間ずつ進みま 
す。ま甲し続けまずと連続的に進みます。 

•時刻含わせをずる場含は、 r タイマーランプ」が r 点滅」している間(約1日秒 
間）に^.^のどち5かのボタンを巧して < ださい。 

♦設定でさなかった場合は、をラー度 r タイマーボタン J を押してやり直し 
てください。 


( D 「タイマーランスが「点減」している間に、「運転ス 
イッチ」を J 甲して「入」にする。 

♦約1日砂ほど経過すると r タイマーランプ」び「点灯」し、デジタル表示は現 
在の時刻を表示してセットび完了します。 

♦タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部に r ら-か-」び表示さ 
れます。 



設定温度室の温度 
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タイマー^運車 5 のしわ、た（タィマーを使用して暖房を始めたいとき } 



デジタル表示部 



タイマ—ランプ 


使いかた 


運転スイッチ 



£ 




使いかた 


★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、 「タイマーボタン」 を巧して 
「タイマ—ランプ」の 「点 ミ 威」 中(約]日砂間）に、 「運転スイッチ」 を 「入_) にするだけで同-時刻で設定が 
完了します。 

★r 運輯スイッチ」 を押して、 「運転スイッチ」 び r 点測 しているときに 「タイマーボタン」 封甲すと 「タイ 
マ-ランプ」 び 「点 ミ 威」 し、約1日砂程度経過すると 「タイマーランプ」 び 「点灯」 し、セットが完了します。 

女タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 



タイマー運乾操作をした後、タイマー運転時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常運転をおこない 
たい場合。 

1 r 運転スイツチ」 を巧して r 切」 にずる。 一 〔タイマー運転の解隙〕 

2「運転スイッチ」 を再度巧して r 入 J にずる。一〔通常運転開始〕 


_ タイマー運転の注意事項 _ 

女タイマー運転をした攝合、点火後約 1 時間後に自動的に消火し、「タイマーランプ」が r 点な」し、デ 
ジタル表示部の 「•*み-」 表示び r 点财」します。 

連続運転ずるときは、タイマー運転の点义後りま間 LU 内に r 時間延長ボタン」を押してくださし、。 

♦これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不足で危険となるためで、手を触れ 
ない場合は、自動的に消火します。 

♦残り燃焼時間び10分になるとデジタル表示部に巧. s ' •• • ,<と表示し、2分毎に「ピー」音でお知 
らせします。 

★通常運転中に r タイマーボタン」を押ずと、「消乂」して r タイマー運転」の待機状態になり、タイマー 
運転時刻に自動的に点乂します。 

(但し現在時刻を設定してか5でないと、「タイマー運転」の待機状態になりません。） 

★タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または消火時に r タイマーボタン J を押ずと、 1 日砂 
間表示します。 

女タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ストーブを揺らして対震自動消火装置が作動したとき、 
電源プラグを旅いたとをは点火しません。 

この場含は、再度 13 ページ |~3 現在時刻を 設定しまず 1を読んで、時刻合わせからおこなってく 
ださい。 








消义のしかた 


①「運転スイッチ」を巧して「切」にずる。 

•「ピー」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「消臭ランプ」び 
「点滅」して、消臭機能の作動を表おします。 

★消火時に r ジーッ」といラ音びしますび、これは消火時の臭気を取る颐臭 
ポンプび作動するためで、異常ではありません。 

♦消火後、約1日日秒間対流用ファンは回乾し続けまず。その後自動的に停 
止しまず。にの間、消養ランプは点滅しています。） 

{ -消乂時の注意--^ 

女(移動するとをなど)消火後、対流用ファンび止まるまで、電源プラグをコ 
ンセントから振かないでください。音び出たり、炎げ出たり、ススび発生 
して再点火後に安全装置が作動してエラーで停止することびあります。 
(巧べージ I 異常のお知らせ(デジタル表示の見 かたの 参照） 

女緊急のとさを除いて、消火は必ず「運転スイッチ」を使用してください。 
電源プラグを损いて消火させないでください。 


-お願い- 

★消火操作をしたとをは r 運転スイッチ」 の r 消灯 J と バーナー 内の乂ぴ消え 
ることを確認して < ださい。 

★消火時にはバーナー(燃焼部)内で「ボッ」と言ラ音や r ゴーゴー」と言ラ音 
びしまず。これは消火を確実にずるためで異常ではありません。 

★消火直後、温風空気取入口は高温になることがあ0まず。 

★点火してすぐに消火操作をしたとさ、さつい臭気び発生ずることびあり 
まず。点火後約2日分はでさるだけ消火しないでください。 

★長期間留守にするとさは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておい 
て < ださい。 


消乂後再点义ずるとをのを意 



主運転遇 
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★消乂後すぐに再点义すると、異南音が出ることびありますので、しば5く（約 
10分)待ってか5再点火してください。 

★ストーブび暖かいラちに再点火操作をした時の予熱時間は約日日砂でず。 


消し忘れ消义装置の使いかた 


★消し忘れによる、万一の事故を防止ずるために、 点义してから3時間燃焼が 
継続ずると、デジタル表示部に「3;ィ,-」を表示して、自動的に消义しまず。 
•残りの燃焼時間が、1日分になるとデジタル表示部に数字で巧. 3 •••でと 
ものしよ5 0 

参この間、2分毎に「ピー」音でお知6せします。 

〇消乂ずる前に r 時間延長ボタン」を押ず。 

♦その時点から再度 3 時間の燃焼継続び可能になります。 

♦自動消火した場含は、 r 運黯 スイッチ J 対甲し直してください。 


di ) ciE ) 

「 3 。ぉ广 1 

設定温度室の温度 
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設を温度室内温度 
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デジタル萎の部 


運転スイッチ 


使いかた 

時間延長ボタン 










チャイルド□ックは、お子様のいたず 5 操作の防止や、誤って「運転スイ 
ツチ」を押してを点火しないよラにしたいとさに使用します。 


1. 運転中にチャイルド□ックを「セット J したとき。 

• r 運転スイッチ J で r 消义」のみびでをまず。 

♦設定温度の変更など他の操作はでさません。 

2. 消义中にチャイルド□ックを「セット」したとを。 

•すべての操作びでさません。 

3 . チャイルド□ック中に点火もしくは再点义したとき。 
•デジタル表示部に「も-か-」び表示され点乂しません。 


チャイルド□ックの使用は、「チャイルド□ックボタン」を 3 秒し U 上押すこ 
とで、「セット」又は「解除」びできます。 

D 5=® 3担)巧し 

「セット」... 〇チ如卜今ク「チャイルド□ックランスび r 点口」。 

3校巧し 

「觸除」…〇チタ細わ r チャイルド□ックランスび「消灯」。 
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使いかた 


クリーニンク燃焼表巧 

★ク U — ニング燃焼はバーナー内の巧れを除去するための燃焼です。 

( S ) 

嚇 

•強燃焼で約 2 時間け上の連続運転をしますと、デジタル表示部に「い日5」を 
表示して自動的に弱燃焼によるクリーニング燃焼を約日分間おこないます。 
その後自動的にをとの燃焼状態にちどりまず。 

\ CL ：8 S \ 

設定活度きの温度 

換気注意表 TTv の見かた 

★閉め切った部屋などで長時間運転をずると r 換気ランプ」び「点滅」し「ピー」 

( g ) cK ) 


音げ日砂間鳴って運転を停止し、デジタル表示部の「 ---- 」表示び r 点滅」し 
ます。 

「換気ランプ」にたよ 5 ず、 1 時間に 1 〜 2 回は必ず部屋の換気をしてください。 

♦ 

• • «• m 

♦ 

cfD 

没定溫度室内温度 

チャイルド□ックの使いかた 


デジタル表示部 チャイルド□ックランプ 


運転スイッチ 


チヤイルド□ツクボタン 


公 

















安全装置 

★を全装置が作動するのは巧5かの異常があるとをでずから、下記の処置をしてち正常にならないときは、 
お買いずめの販売店にご相談ください。 

★再点火操作とは一度 r 運転スイッチ J を r 切 J にしてから再び押し直して 「入」 にすることをいいます。 


( をを 装置 名 

はた5を 

姐 置 ' 

巧 震 自動 
消乂装置 

♦運転中にストーブ本体が地震(震廣約日私上)や 
強い振動、衝撃を受けたとさ、火災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止しまず。 

♦地震によって作動した場合は、 

周固の可燃物、磯器の損傷、 

油のあふれなど、異常がない 
ことを確認した後、再点火し 
て < ださい。 

不完全燃 
焼 

防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異常によりバ 
ーナー部への空気の供給び不足したとき不完全 
燃焼による危険を防止ずるちのであり、自動的 
に燃焼を停止します。 


♦作動した場合は、燃焼空気取 
入□(給気フィルター)の掃除 
をし、部屋の換気をしてから 
再点火してください。 

(22、23ページ参照） 


この装置は、 
のちのであ!: 
な空気を捕が 

あくまでも不完全燃焼による危険を防止するため 
)、使话中はおず1時間に1〜2回換気して、新鮮 
ミして < ださい。 


点火安全 
装 置 

♦点火ヒーターの赤熱不足や、 パー ナーヴー5ス 
夕の不良による点火不良。 

•点乂ヒーター•電磁ポンプ•ブ□アモーターなど 
の故障により点乂しないとをに、運転を停止し 
まず。 

•点火ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したときはパ‘ーナ 
一底のク□スマットにな油び 
しみこんでいます。 

完全に乾燥させてから、ご使 
用 < ださし、。 

(販売店にご相談ください） 

停電ま全 
装 置 

♦運乾中に停電や電源プラグを振くなどして電源 
が切れたときは、自動的に運転を停止しまず。 
再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー運乾中に停電があった場合、タイマー 
運転は解除されまず。 

♦再点乂操作をしまず。 

•現在時刻の設定とタイマー運 
転時刻の設定をやり直しまず。 
(13、17、18ページ参照） 

燃焼制御 
装 置 

♦燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停止 
させる安全装置です。 

♦再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•対流巧ファンモーターの故障や異常燃焼などの 
原因でストーブび異常過熱したとさ、火災など 
の危険を防ぐために燃焼を停止します。 

♦温風空気取入□のほこりを取 

0除いてか5、再点火操作を 
しす 0 

(のぺージ参照） 

消し忘れ 
消义装置 

\ 

♦消し忘れによる危険を防止するために、点火し 
てから3時間、燃焼び継続すると自動的に燃焼 
を停止します。 

•消火ずる前に「時間延長ボタ 
ン」を巧す。 

♦消乂した場合は、再点火操作 
をします。 

_ J 


4 





点検-手入れ 


•本体側面にある燃焼空気取入□(給気フィルター)に、ごみやほこりび目づま 
りしますと、燃焼用の空気量び減って点火時に白煙び出たり、燃焼中に不完 
全な燃焼となり炎び高く伸びたり「ピー」と言ラよラな異常音びすることがあ 
0ます。 

燃焼空気取入口(給気フイルター)に付いているほこりを、電気掃除機などで 
吸い取ってください。 


油漏れ、油のたまり、油のにじみ 


定期点検のおすすめ （2 シーズンに1回程度） 


長期間ご使用になりまずと、機器の点横が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
を全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、又は 
修理資格者 a 財)日本石油燃焼機器保守協会 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者(石 
油機器技術管理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおずすめしまず。 


曰常の点検•手入れ 


♦点検•手入れをずるときは、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントから巧いて、本体温 
度が充分下がつてか6おこなつてください。やけどや感電をするおそれがあります。 

♦部品に触るときや、内部を掃除するとをは、手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってください。 
♦本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

♦輩装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の掃除 


周囲の可燃物 


>ス I -ーブの周固は、 
常に整理、清掃し、 
燃えやずいちのを置 
かなレよラにして< 
ださい。 


ほこり 

>ス|-ーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった霜れ雑巾などでみさ取 
って < ださい。 

ミちれたままのご使用は危険のをとですし、スト 
ーブのいたみを早ゆます。 


♦万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび 
生じているときは、消火操作をし、原因をたし 
かめ防漏赃置をし、油漏れびなくなったことを 
確認してか5点火操作をしてください。 


畳台に 
油にじみは 
お0ませんか。 


♦油タンクの給油 □ □金の弁 
部などに、ごみびはさまつ 
ている場含びあ0ますので 
取0除いて < ださい。 


週間に1回け上 


を^ 








ガードと反射板の掃除（必ず手袋をはめておこなってください) 


•パイプフレームは取0はずせません。 

•ガード端の上下2箇所をしっかり持ち、手前にガ 
ードをふく 5ませ、パイプフレームの巧 （2 箇所） 
か5ガードを取りはずします。 

女左ちどちらからでをガードは取りはずなます。 


•ガードや反射板にほこりやミちれび付着した攝含は、 
やわらかい巧で掃除してください。 

★反射板にほこりやミちれび付着すると、反射率び悪 
<なります。 

f -お願い-^ 

このときおずス I -ーブを消火し、本体温度び巧 
分下びってか6にしてくださし'1。特にガラス炎 
筒は、温度び下がるのび遅いですか6、やけど 
には充分気を付けておこなってください。 


パイプ 


，—し 



ガードを手前に弓险ます。 



反射板の掃除 


ガードの掃除 


[ _ 温風空気取入口の掃除 _胃.__ 

♦本体背面にある温風空気取入□にごみやほこりび目づま〇しまずと、温風用 
空気量が減って過熱防止装置びはたらして消火します。 

巧流用ファンが停止していることを確認してから温風空気取入口に付いて 
いるほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 



時々、燃焼空気取入□(給気フィルター)をはずして掃除してくださし、。 


燃焼空気取入口 (給気フィルター)の目の 
中びつまつている場合がありまずので、 
やね6かいブラシなどで、燃焼空気取入 
□(給気フィルター)の目のつまりを掃除 
してください。 

(光にかざして目づまりびされいになつ 
たか確認して < ださい。） 


-お願し、- 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

巧れび取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてか6ご使用ください。 
★取りはずしたときは、必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 
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点検 • 手入れ 

「通廚跃^巧瓜一八'三)而磊原 （必ず手袋をはめておこなっ ちミ尼面乃1 

♦温風吹出口(ルー(一)びミちれたり、ほこりが付着した 
場をは、電気掃除機や、固くしぼった城れ雑巾などで 
ふさ取って < ださい。 
f ま)願し、 

このとさ必ずストーブを消乂し、温風欧出□(ルー 
バー)び冷えてか5おこなってください。 

やけどをするおそれびあ0ます。 



油受けの掃除 


•油受けは巧油は通しますび水は通しにくいフィルターでできています。油 
受けに水やごみびたまると、油タンクに口油びあるのに、「給油ランプ」び 
つ < ことが最〇ます。 

•「油タンク」を取り出してから、 r 油到ブ」を傾けないように取り出し、たま 
つた水やごみを取0除いて < ださい。 

( -お願い-^ 

油受けは、水で洗わないでください。必ず巧油で洗ってください。 



巧震自動消火装置 


♦燃焼中にストーブをゆずって、自動的に消火ずるかを点検してくださし、。 
♦自動的に消火しますと、デジタル表示部に rf - 引を表示します。 


1シ~ズンに！〜2回な上 


油タンク、油受けざ!5の掃除 


♦油タンクと油受けを取り出し、巿販の給油ポンプなどで油タンクや油受けざ5内の水やごみを取0除いて< 
ださい。 

油タンク内のわずかに磯った巧油は、油タンクに給油□□金を取り付け、油受けを給油口 □金に押し当て、 
袖タンクを左ちにゆすって旅いて<ださい。 



♦電源プラグ、コンセントにほこりや巧れがたまると火災の原因になることびあ 
0ます。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりがミちれを取り除いてくだ 




さし、。 
























故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


まを装置が作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障•異常の原因び表示[エラー表示] 
されます。繰り返し表示するとさや運転しないとをは、お買い求めの販売店へご連絡ください。 


今 

=> 

=> 

=> 

=> 

=> 

今 

=> 

今 

今 

今 

今 

今 

今 

=> 


処置ち法 ] 

♦しば5く待ってか6南点义操作をしてください。 

♦温風空気取入口、温風の出口(ルーパ’一）の掃除を 
して < ださい。 

(23、24ぺージ参照） 

♦ストーブの周囲の障害物を取り除いて<ださい。 

•運粒スイッチを一度「切」にしてか5再点乂操作をし 
て < ださい。 

♦電源プラグなど電源をご確認ください。 

♦電気系統の巧障です。お買いホめの販売店まで「デ 
ジタル表示 J などをご連結ください。 

•修理が必要です。お買いホめの販売店または別細の 
お客様相談,香□一黄まで、「デジタル表示」などをご 
連結ください。 

♦しばらく待ってか5再点义操作をして < ださし、。 
•お買い巧めの販売店または別紙のお客様相談おロー 
廣まで、「デジタル表示」など巧ご連絡ください。 

♦ストーブび傾いていないか確認してか5、再点义操 
巧をしてください。 

♦燃焼ち気取入 □ (給気フィルター）、油受けの摘隙を 
してください。（22、23、24ベージ参貝再） 

♦修理び必要でず。お買い巧めの販売店または別紙の 
お客様ホ目談窓口一篇まで、「デジタル表示」などをご 
連絡ください。 

♦ス1-ーブの周囲の障害物を取り除いてください。 

♦耍源プラグを入れ直してください。 

参空気系統の巧障でず。お買いボめの販売店または別紙のお客 
様相談窓□—贸まで r デジタル表示 J などをご連箱ください。 

♦燃焼空気取入口（給気フィルター）、油受けの掃除を 
してくださし\。（22、23、24ぺージ参照） 

参修理び必要でず。お買いホめの販売店または別紙の 
お客様相談窓□一質まで、「デジタル表示」などをご 
連絡ください。 

♦運転スイッチを r 切」にして、チャイルドロックを解 
除して<ださい。 （20 ページ黄照） 

♦運転スイッチを r 切 J にして、タイマー点义時刻を設 
定してください。（17、18ページ参目負） 

♦窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこなってか 

5再点义操作をしてください。 

♦な油を給油してか5再点义操作をして < ださい。 

♦油受けの掃除をしてください。 （24 ぺージ参照） 

♦再点乂操作をしてください。 

♦再点火操作をしてください。 


>操作部のいずれかのボタンを巧してください。 


異常のお知5せ（デジタル表示の見かた) 


デジタル表お 

点巧(点滅)の意が 1 

E-0 

♦過熱防止装置が作動しました。 

F-0 

♦停電消义を電源び入りました。 

E- 1 

♦ルームサー5スタが断線しました。 

，で-'' 

♦ K — ナーび予熱不足でず。 

♦パーナーサーミスタが断線しました。 

•点义ヒーターか断線しました。 

‘E-? 

♦消乂後ずぐに再点火操作しました。 

♦点义ま全装垣び作動しました。 

(♦脚!部に州〕-ン酸化物び付君しました。4ベ-ジ参照） 

E-S 

♦地巧により消火しました。 

♦本イ本を傾けたり、強し、振動、衝裝びちえら 
れ消义しました。 

E - ら 

•不亮を燃焼防止装苗が作動しました。 

(♦隙巧部に州コ-ン致化物び付香しました。4ベ-ジ参目目） 

E-1 

•室温げ33で L ソ上になりました。 

E-B 

♦ブロアモ—夕-が惇止しました。 

E - 弓 

♦点义巧全装置が作動しました。 

(♦摘巧部にシリコーン醒化物び巧活しました。4ぺージ参照） 

と,— 0 ，— 

♦チャイルド□ック中に運聞スイッチを ITJ 
にしました。 

♦タイマー点义時刻が設定されていません。 

} (―表示点減 

掉专ぅ、ゾプ 

•室巧び酸素不足でず。 

給油ランプ 

♦灯油がな < なり消火しました。 

IHr 

タイマーランプ 

♦タイマー運転が絳了しました。 

が r 

♦消しちれ消义装置にて消义しました。 

を消な 

♦省電力機能が作動しました。 （13 ページ参具目） 


点検•手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


ぶ 

























故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


電源プラグをコンセ 
ントに差し込んでい〇 
ない 

停電した 〇 

巧震有動消乂装置が 
作動した 

油受けに水が入った 


油受けざ6に水が入 
つている 

燃焼空気取入□(給 
気フイルター）の目 
づまり 

油タンクに灯油げな 
い 

灯油び油タンクの出 
し入れでこぼれた 

換気す良 


変質な油や不純な油 
を使った 


〇 〇 


省電力機能が作動し 
ました 


給油口□金が間違つ 
ている 


表中のと表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示します。 


故障かなと思ったとさに 


炎 
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処置ち法 









〇 

電源プラグをコンセ 
ントに差し込む 






〇 



〇 

停電復帰後、再点火 
操作をずる 






〇 




再点乂操作をする 



〇 



〇 




油タンクと油受け内 
の水を取り除く 






〇 




市販の給油ポンプで 
か混入の灯油をしつ 
かり抜く 

〇 

〇 



〇 

〇 

E-B 




燃焼空気取入口（給気 
フィルター）を掃除ず 
る（22、23ぺージ参照） 



〇 



〇 




な油を入れる 





〇 


〇 



こぼれたな油をされ 
いにふさとる 




〇 


〇 




部屋の充分な換気を 
ずる 


〇 



〇 



〇 


変質灯油や不純打油 
を良質の灯油に入れ 
かえる 

販売店にご相談くだ 
さい 









〇 

操作部のいずれかの 
ボタンを巧してくだ 
さい。 （13 ぺージ参照） 



〇 







正しい給油□□金を 
取付けてくだをい。 

(10 ぺージ参照） 


さくな6な S 
に白煙が出る 
しな：3 
ツチが点滅しない 

因 

原 
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部品交換のしかた 


部品交換のとさのミ主意 


♦部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習尝修了 
ち(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 

★不完全な修理は危険です。 

★故障したをのは使わないでください。 


♦短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部品び必要な場含は、お買いホめになった販売店 
にご相談ください。 

★部品は必ず純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

★部品を交換ずるとをは、ス I ブを消火し、本体び充分冷えてから、電源プラグをコンセントか5 
损いておこなってください。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


女ストーブを保管する場合は、益ぺージ点検•手入れの項を参照して、ストーブの手入れをして 
から保管してください。 

★いたんでいる箇所は必ず修理をしてから保管してください。 


1ストーブを消乂し、ストーブが巧分;ちえてか目、電源プラグをコンセントか 6 
抜く。 

2燃焼空気取入口(給気フィルター)、温風空気取入□、遍風吹出口(ルーパ‘一)、 
電源プラグに付着したほこりや汚れを掃除してください。 

♦燃焼用空気取入□(給気フィルター)は布などでふくのはおやゆください。かえって目づまりしまず。 

3油タンク、油受けざ S 巧の灯油、ごみ、水気を取り出ず。 

♦鐘や巧あさの原因にな D ます。 

4器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた布で水気をふを取ってください。 
(シンナー、ベンジン等ではふかないで<ださい。） 

5包装箱に入れて保管ずる。 

♦湿気のかない所に保管してくださし、。 

♦傾けたり、横にしないでください。 

抜けされなかった灯油び漏れることびあります。 

★取扱説明書-保証書を必ず保誓して<ださい。 

廃棄ずるとき 


24ページ I 油タンク、油黄けざ6の掃除]の項を参照して、油タンク、油受けざら巧の灯油を抜き 
取ってから廃棄してください。 
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点横•手入れ•アフタ—ヴ—ビス 













バーナーヴ 


フアンモーター 
ブ□アモーター 


電磁ポンプ 


ルーム ヴ ー5 スタ 


源 

点火 ヒーター 


リ肖义装置 


過熱防止装置、 




型式 

の呼び 

種 

類 


_ ポット式-強制通気 形 . 強制対流お 

電気点乂 


使 用 
燃料消費量 


最小 


LR-68A 


灯油 (JIS] 号） 


_0.660 L/h _ 

白.2已3 し /h 


目. 79kW 


2.60 kW 


_ 6.5L _ 

__ 9.8 時間（ 最大燃焼時) 

高さ己目日 mm 幅7日 4mm 與行3日日 mm (置 


_ 21kg 

10曰V • 己 0/60HZ 
点火時 240/240W 燃焼時3ち/30 
最大日8日/68日 W (点乂初期に短 時間発生)待稻 

_ 最大燃焼時 38d 巨 最/」け然焼時 29cl! 

4A 


巧震自動消乂装置、点乂ま全装置、燃焼制御装置、 


停電安全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘才 




燃焼継続時間 


が お_寸 法 

辟 — 

貿 m 


電源電圧巧び周波数 


定 ネ各 

消費 電力 


騒音値（正面）ミ 



n ント □1 ラ— 

































アフターサービス 


♦添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お黄け取りください。 

記載内容をご確認のうえ大切に保管して<ださい。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 


修理を依頼ずるとさ 


♦:故障•異常の見分けかたと処置のしかた (25 ページ)に従って、お調べください。直らないときは、ご 
使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてか6、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いたださたい内容は;夕の通りです。 

①品名’’•石油ファンヒーター(強制通気お開放式石油ス I -ーブ） 

③型式の呼び… LR -68 A 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

♦修理に隙しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 
♦保証期間が過ぎているときは、修理すれば使巧できる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
さまず。 

♦修理料金は、技術料、部品巧、出張料などで構成されています。 


★石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


•このフアンヒーターは電源周波数日日、郎 Hz とち同一仕様です。 

女輩源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地か5の転 
居は再調整び必要ですので、別紙の r お客攝相談窓巧^覧1までご相談ください。 


越屋巧理を匿を 

アフターヴービスについてねか5ない場合は、お買いホめの販売店、または、もよりの客攝相誘焉巧 
(別紙参照)までお問い合わせください。 
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お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


户’ 

m 式 

LR -68 A 

お買上げ年月日 

年 

巧 

曰 

お買上げ店名 


(電話番号） （ 

) 

— 



株式会社 i-aKS 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町日番 17 号 
干 4 巨 7—085 目 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


ii ii ミほ式会社トヨト s はなほな巧の一巧としてこの®の弟明 « は再を巧を拽用しています。 

ZAi <ルプだを乐Iか％ S を6そ>巧 






